
第二章 原始時代 

第一節 遺跡、遺物の概要 

 

第
一
節 

遺
跡
、
遺
物
の
概
要 

 

１ 

概 

要 

 

田
畑
の
耕
作
や
開
墾
の
際
に
出
た
土
器
（
土
器
片
）
、
石
器
、
矢
ノ
根
石
と
称
さ
れ
る
石
片
な
ど
の
確
認
は
古
い
こ
と
で
あ
り
、
愛
好
者

に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
て
い
た
が
、
一
般
的
に
有
史
前
の
生
活
用
具
と
し
て
確
認
さ
れ
、
学
問
的
に
そ
の
領
域
が
急
激
に
広
ま
っ
た
の
は
昭

和
二
十
年
以
降
の
事
で
あ
る
。 

第
二
次
世
界
大
戦
に
日
本
は
敗
れ
、
樺
太
、
朝
鮮
、
満
州
、
台
湾
に
移
住
し
て
い
た
人
々
及
び
戦
争
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
軍
人
、

軍
属
が
続
々
と
帰
っ
て
き
た
。
戦
争
に
よ
る
食
糧
の
欠
乏
と
、
引
揚
者
に
よ
る
人
口
の
増
加
は
、
先
ず
食
べ
る
こ
と
を
先
決
と
し
た
。
こ

の
た
め
既
耕
地
の
増
産
は
勿
論
で
あ
る
が
、
利
用
さ
れ
る
限
り
の
空
地
、
山
野
の
開
墾
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
山
野
特
に
山
麓
の
開
墾
の

際
、
多
く
の
石
器
、
土
器
の
出
土
を
見
た
。
学
問
と
し
て
は
考
古
学
、
初
中
等
教
育
に
お
い
て
は
社
会
科
の
中
で
、
原
始
時
代
の
内
容
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
た
め
に
、
石
器
、
土
器
に
対
す
る
人
々
の
関
心
は
非
常
に
高
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
と
同
時
に
遺
跡
の
破
壊

と
、
遺
物
の
散
逸
と
い
う
事
態
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。 

遺
跡
の
あ
る
位
置
は
、
最
上
川
左
岸
で
は
河
岸
段
丘
上
、
及
び
山
麓
地
帯
の
河
川
の
近
く
が
主
で
あ
る
が
、
最
近
の
圃
場
整
備
な
ど
に

よ
り
、
第
一
湧
水
地
帯
、
第
二
湧
水
地
帯
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
ど
う
し
た
こ
と
か
東
西
高
玉
地
区
で
、
全
く
と
い
っ
て
よ
い
程

発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
八
元
田
と
南
田
で
遺
跡
が
確
認
さ
れ
た
。
最
上
川
右
岸
で
は
、
最
上
川
流
動
地
帯
の
平
地
を
除
い

た
全
域
に
あ
り
、
浅
立
、
萩
野
な
ど
で
等
高
線
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
附
近
に
あ
る
こ
と
、
広
野
地
区
で
東
根
小
学
校

西
方
の
低
地
に
あ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。 
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後
述
す
る
が
、
白
鷹
町
内
で
は
い
ま
だ
無
土
器
時
代
の
遺
跡
、
遺
物
は
正
確
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
意
を
用
い
る
必
要
が
あ 

る
。
又
、
弥
生
時
代
と
し
て
の
遺
物
は
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
遺
跡
の
確
認
が
な
い
。 

 

２ 

確
認
さ
れ
た
遺
跡
と
遺
物 

 

昭
和
三
十
六
年
の
一
斉
調
査
で
確
認
さ
れ
た
遺
跡
、
遺
物
と
、
そ
の
後
確
認
さ
れ
た
も
の
は
第
２
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
。 
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